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ま え が き

徳島県中学校教育研究会数学部会会員の先生方には，教育改革の嵐の吹き荒ぶ中， 「たくまし

く心豊かな生徒を育てる数学教育」の実践に日々取り組まれ， また，本部会の発展のためにご尽

力をいただき，厚く感謝を申し上げます。

今日，数学教育も大きく変わろうとしています。新教育課程では，授業時間数が各学年とも週

3時間になり，内容も大きく削減され，今から生徒たちの学力の低下が心配されています。さら

に，新しい教育課程が発足しないうちから，基礎・基本の徹底が叫ばれています。このことばは

綺麗ですが，数学の基礎・基本が何かということは，明確に示されていません。

以前，研修会で数学の基礎・基本を次のようにとらえているという発表がありました。つまり，

数学の基礎・基本とは，単に計算ができるということではなく，

◎技能

◎抽象概念の理解

◎数学的考え方

◎学び方を学ばす

など， これらの中にすべて基礎・基本があるのです。つまり，分数の概念の理解ができているか

とか’文学の概念の理解・論証・定義が言えるか， イメージが湧くかなど， どれを取ってみても

大切なものです。私たち教師一人ひとりが，今こそ数学の基礎・基本とは何かを考えてみること

が必要だと思います。

そこで，本部会の研究委員会では， まさに数学教育の今日的課題である， 「基礎・基本の定着

を目指した学習指導」を研究テーマとして，実践研究を進め，その成果をまとめて編集いたしま

した。

21世紀に入り新しい教育課程のもと，基礎･基本を大切にしながら，たくましく心豊かな生徒

を育て，生きる力を育む数学教育に取り組むことは，本当に大変なことだと思います。先生方の

日々の教科指導に本書を利用いただければ幸いです。

終わりに，本書編集にご尽力いただきました研究委員の先生方，事務局の先生方に厚くお礼を

申し上げ，発刊の言葉といたします。

平成13年4月

徳島県中学校教育研究会数学部会

会長住友貞夫
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正の数．負の数の計算（1年）

1 授業のねらい

計算の規則は，本来，規約であって導き出されるものではない。しかし，約束ごととして頭

から押しつけるのではなく，類推や帰納によって自然に納得できるようにする必要があるが，

日々の授業ではあまり実践できていないように思われる。また，数を『たす』， 『ひく』という

操作を数のイメージとしてうまくとらえられないために，多くの生徒は，計算の規則を，約束

ごととして押しつけられている感じを持っているように思われる。

そこで，計算の導入の授業時に，正の数を表す「白い石｣，負の数を表す「黒い石」を用い

て実際に数量を視覚的に表し，それぞれの石を操作することによって計算の規則を見つけ出す

ことをねらいとしている。

2指導計画

（1） 正の数．負の数の加法，

（2） 正の数．負の数の加法，

（3） 正の数．負の数の乗法，

（4） 正の数・負の数の乗法，

．．……………･………･…･･…4時間

……･……………………．．…4時間（本時1～2／4）

………………………………3時間

……．…………．．……………3時間

減法(1)

減法(2)

除法(1)

除法(2)

3展 開

（1） 正の数．負の数の加法

－2－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 正の数に正の数をたすことと負の数に

負の数をたすことを， 白い石と黒い石を

利用して確認する。

2負の数に正の数をたすことを， 白い石

と黒い石の操作によって考える。

3 rZの数に負の数をたすことを， 白い石

と黒い石の操作によって考える。

4練習問題をする。

●
●

●

●

石の操作方法を理解させる。

同符号（同じ色）の和は，石の色と数が答

えになることに気づかせる。

黒い石1つと白い石1つで互いに打ち消し

あう事を知らせる。

異符号（異なる色）の和は互いに打ち消し
あい 残った石の色や数が答えに関係してい

ることに気づかせる。

(例） （

●F

＋） （
－

一 8）十（＋4）

▲▲●●●●●

＝一 4

） 異なる色の和は，互いに打ち消しあう

●●●● 黒い石が4つ残る一答えは－4になる

■

)（

F■

)（

ワ■

)（



(2) 正の数．負の数の減法

参考文献「初めて出会う数学の授業のあり方」 （広島市牛田中学校森本康彦）
（第32回中国・四国数学教育研究（徳島）大会第2分科会発表）

(上勝中学校 北田雅哉）

－3－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 加法の復習をする。

2正の数から正の数をひくことを， 白い

石と黒い石の操作によって考える。

3負の数から正の数をひくことを， 白い

石と黒い石の操作によって考える。

4練習問題をする。

5正の数から負の数をひくことを， 白い

石と黒い石の操作によって考える。

6負の数から負の数をひくことを， 白

い石と黒い石の操作によって考える。

7練習問題をする。

‘

●

●

●

同符号の和と異符号の和について，気づい

たことを確認させる。

減法を加法に直して考えていくことを生徒

たちに知らせる。

石の色の変化を確認させる。

(例） （＋5）

○○○○○

－ (＋7） 一
一
一 2

－）○○○○○○○ 7小さい（7つの白い石）

…~‐

●●

’
言いかえることで石の色は変化する。

(オセpのようにひっくり返してもよい）

－7大きい（7つの黒い石）

(例） （＋3）

－

○○○

－ （ ー 6）
q■■■■■■

－ (＋9）

）●●●●●● －6小さい（6つの黒い石）

…－－

○○○ ’ 言いかえることで石の色は変化する。

＋）○○○○○○ 6大きい（6つの白い石）

○○○○○○○○○



正の数･負の数のカードゲーム（1年）

1 授業のねらい

正の数・負の数の加減で生徒がとまどうのは， －7＋5の計算で「－7より5大きい数を求

めること」という見方と「－7と5の和｣:という見方が出てくるためではないかと考えられる6

どちらかといえば，各項の和という見方をしたほうが，次の文字式の計算にもつながるのでは

ないかと考え， ここではカードゲームを利用した計算の導入を取り入れてみた。ゲームを楽し

みながら，同符号の場合，異符号の場合の計算法則を身につけさせたい。

指導計画'

(1) 正の数･負の数・…………･…･……………………………………5時間

（2） 正の数．負の数の加法，減法…･…･……･………………………8時間（本時1～3／8）

①カードゲームの説明と実施

②2数の和の符号と絶対値の関係
や

一 F

③正の数をひくこと，負の数をひくこと 七

（3） 正の数．負の数の乗法，除法…………･･……･………･･………･6時間

開3展

（1／8）

(2／8）

－4－

学習内容と学習活動
●

守 寺

指導上の留意点

1 カードゲームのルールを理解する。

2 4～5人のグループでゲームを実施

する ◎

3 まとめをする。

《

■

、

●

●

●

ゲームの進め方を説明する。

カードを提示して具体的に計算の方法や順

位のつけ方を説明する。

正しく計算ができているか，順位が間違っ
D 卜 －

缶

ていないか確認する。

次時は，ゲームをもとに正の数．負の数の

計算法を考えることを知らせる。

学習内容と学習活動 指導 卜 の留意点

1 カードゲームの計算法を確認する。

2項，正の項，負の項の意味を知る。

●

●

正しく計算ができているか，確認する。

たし算の「＋」が省略されていることを知

らせる。



(3／8）

参考文献「算数の探検第9巻数の性質」 東山啓著（ほるぷ出版）

（石井中学校 板橋典子）9

｛

－5－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

3 2数の和の符号と絶対値の関係につい

て確認する。

4練習問題を解く。

●

●

同符号と異符号の場合にわけて確認させる。

正しく項に区切れているか，符号の関係を

理解しているかに注意して机間指導を行う。

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 カードゲームで正の札を取られたとき，

負の札を取られた時の得点を計算し，結

果がどう変わったかを確認する。

2正の数をひくこと，負の数をひくこと

は，その数の符号を変えた数をたすこと

であることを理解する。

3練習問題を解く。 4

●

●

●

正の札を取られる→得点が減る→負の札を

もらうことと同じ。

負の札を取られる→得点が増える→正の札

をもらうことと同じことに気づかせる。

かっこのない式への変形のしかたを知ら

せる ◎

計算方法が理解できているか，個別指導を

する ◎

EヨEヨ，圧ヨEヨ
EヨEヨ圧ヨ

Eヨ を取られました。



(授業プリント）

正の数．負の数カードゲーム

【ケームの進め方】

l. トランプのパパ抜きのようにカードを配って順に1枚ずつひいていく。

カードの枚数と人数があわないときは「0」のカードで調節する。

2． 「＋3」は3点の勝ち， 「－2」は2点の負けというように考えて合計する。

3． 自分の得点が一番高いと思った時点で『ストップ』をかけ，それぞれの点数を比べる。

『ストップ』をかけた人が一番高得点の場合はその人が1位，後は得点の順に順位をつ

ける。そうでなかったときはその人が最下位で，その他の人で得点順に順位をつける。

（ストップの時点で各自の枚数が違ってもかまわない）

4． 逆に自分が最下位だと思った人が『ストップ』をかけ，そのとおりだったときはカー

ドの「＋」と「－」を逆にして順位をつける。

(カード）

「＋1」～「＋5」， 「－1」

（トランプを使ってもよい。

～「－5」を各2枚，人数に合わせて「0」を数枚用意する。

黒札を「＋｣，赤札を「一｣， 「0」は絵札を使用）

－6－

氏 名 得点 順位 得点 順位 得点 順位
i

得点.I順位
！

得点

；
0

1順位
I
B

頚
巳
■
■
■
可
、
Ｌ
■
■
■
可
Ｌ
０
■
■
伊

i－－

iH
i .,ー

厚
Ｌ
■
■
可
蛤
Ｌ
■
■
■
島
Ｌ
■
■

－
２
－

ダ
ダ
＋

一

一
ｂ
■
■
■
ず
、
．
■
■
■
可
．
島
ｂ
■
唾

再一ゴー軍

I I
、 、
』
■
■
可
、
Ｌ
■
■

＋3

一年－

』
■
■
■
可
玲
Ｌ
■
■
毎

一五一画

I+41
、 虻

丘－.蚕一 I



(授業プリントの一部）

（2／8）

【カードゲーム】を確認しよう。次の場合の得点を答えてください。

日
回
国

四
国
日

回
日
回

国
回
四

国
四
国

回
国
回

(1)

(2)

(3)

＊ (1)を式で書くと次のようになります。

(＋5）＋（－3）＋（－2）十（＋3）＋0＋（－1）

たしてあるひとつひとつをこの式の項といいます。

＊ （1)は次のようにも書きます。

5－3-2+3+0-1

たし算の「＋」は省略することができます。

(3／8）

日
四
日

回
回
回

回
国
回
国

回
国
回
国

Eを取られました。(1)

F司を取られました。(2)

－7－



ゲームを通した座標の導入（1年）

1 授業のねらい

教室の座席を利用したゲームを通して，座標の概念を身につけさせたい。そのうえで，負の

数を取り入れた座標平面を学習し，あたえられた座標がグラフ用紙のどこに位置するかを理解

させたい。

指導計画

ともなって変わる量…･･………………｡…………･…………･･2時間

比 例……………･…･………………………･……･…･…･3時間

比例のグラフ………･………･……･……………･……･…･……5時間（本時1～2／5）

反比例とそのグラフ……………………………………………3時間

2

(1)

(2)

(3)

(4)

3展 開

1/5ゲームを通した座標の導入

－8－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1． ゲームのルールを理解する

2． 教室のほぼ中央に座っている生徒(P

さん）を基準にして，ゲームを行う。

争

3教室のやや右前周辺に座っている生

徒を基準にして（－3， 1）や（1

ー

(－4

b

－

一 4）

3）などに素早く反応しなが

ゲームを繰り返す。

●

●

●

●

ゲームの進め方を説明する。説明の後，全

員の生徒たちがこのゲームのルールを理解し

たかどうか，質問に答えさせ，確認する。

"基準になる生徒をもとにして自分の席が

何列右で何列前か",生徒たちに自分で考えさ

せておき，教師が言った直後に立たせる。

ゲームのルールを理解し，慣れてきた頃を見

計らって， （－2， 1）や（1

(2， －1）， （－2 0）

一 2）

(0 －

(－1，2）

3）など

について考えさせ，徐々にリズムのテンポを

速くしたりしていく。

慣れてきた頃を見計らって，座席を換わら

せたり向きを換わらせたりしてこのゲームを

繰り返し，考えさせる。

(教室の生徒たちの座席を，前後左右，揃えさせる）

〔ケームのルール説明〕

1． 基準になる生徒として，教室のおよそ左後方に座っている生徒(Aさん）を1人立たせる。

2． （2， 3）と板書しながら,Aさんより2列右3列前のBさんを立たせる。

3． 板書を（3， 2）に書き直し,Aさんより3列右2列前のCさんを立たせる。

4． 他に， （3， 0）， （0，3）， （1 4）， （2 3）などに板書し直し,それぞれ,どの席に座っている

生徒があてはまるのか考えさせ,立たせる｡また,最後に（0， 0）がどこになるかも考えさせておく。



2／5座標についての学習

(松茂中学校 三倉幸夫）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1． 負の数を取り入れた座標平面を理解し，

前時に行ったゲームとの関連について学

習する。

2．座標について学習する。

’

● 座標とグラフ用紙上の点の場所が一致し，

グラフ用紙上の点のx座標, y座標がよみと

れるよう，生徒全員に指導する。

〔中学校の新しいグラフ用紙についての説明とグラフ用紙の上での確認〕

1． 小学校(算数)のグラフ用紙の横軸,縦軸に目盛をつけて板書し,それを負の方向(左側と下側)に

目盛をつけながら伸ばす。

2． 点は大文字で表すことを説明し，原点○の位置と意味を説明する。

3．前時の説明で立たせたPさんと, Pさんの2列左3列前のQさんを立たせ，生徒全員に板書を見

させ性目させる。

｢Qさん， （板書した原点○の場所を指し)Pさんがこの場所だとすると，あなたの座っている

席はどの場所になりますか？ここに来てチョークでグリグリと点をかいてください｡」→書かせる

｢前の授業でドキドキしながらやったゲームを思い出してください。Pさんを基準にすると,Q

さんの場所は（－2， 3）でしたね。この新しいグラフ用紙でも同じ。 (Qさんが書いた点に

（－2 3）を板書しそれを指して） （－2， 3）といえばこの場所になるんですよ。みなさん

の座席がこのグラフ用紙になっているわけです。気づいたかな｡」

4． 次の問題について，グラフ用紙の上でどの場所になるか，生徒に尋ねながら確認する。

(3，0） (0， 3） (－2， 1）， （1，－2）， （－1， 2）， （2，－1 ）

(－3， 1)， （1，－4）， （－4， －3）

(－2， 0） (0， －3）

[x軸， y軸，座標(x座標， y座標）の意味説明〕

1． 教科書や数学演習を見せながら，関数の学習はxとyの学習であることを意識させ，横軸の右に

x軸，縦軸の上にy軸と板書する。

｢中学校では，式の中に文字が入ってきました。 xとyの関係を，表にあらわしたり，グラフに

かいたりして学習するのですから， これからは，横軸をx軸，縦軸をy軸ということになります｡」

2． （板書に注目させ，点（2， 3）からx軸， y軸に補助線をひき） 「このようにx軸の目盛が2で，

しかも， y軸の目盛が3になっている点が(2, 3)になっているわけですから， この2のことを

x座標， 3のことをy座標といいます。そして， このように(x座標， y座標）で書いてグラフ用

紙の点の場所を表したものを座標といいます｡」

3． 次のそれぞれの座標を，別に板書したグラフ用紙に書かせて確認する。また，書かせたそれぞれ

の点についてx座標， y座標のいずれかを答えさせながら，多くの生徒たちの理解を確認する。

(5， 0）

（－3， 2）

(0，4）

（－2

（－3，

－5）

1）， （1，－3） (－1， 5）， （－6，－4） (－4，0） (0，－3）



座 標 絵（1年）

1 授業のねらい

中学校1年生では，負の数を学習することにより座標の概念を負の数にまでひろげて，直角

座標を学習する。そしてこのことで、関数の変化や対応の様子を視覚的にとらえさせたい。し

かし，単に点を取っていくという学習では，生徒はおもしろさを感じないのではないだろうか。

そこで，座標平面に点を取りその点を結んでいくと，アニメのキャラクターができあがるとい

う作業をすることで，楽しく興味を持って，座標の概念を理解させたい。

指導計画ｸ

（1） ともなって変わる量……………………………………………2時間

（2） 比 例………………………………………………………3時間

（3） 比例のグラフ…･…………………………･………･……………4時間（本時2／4）

（4） 反比例とそのグラフ……………………．．……………･………4時間

3展 開
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1． 課題を把握する。

2． 各自で，課題に取り組む。

3． できた絵に名前をつけ，発表する。

’

口

●

●

●

●

問題を提示したワークシートを配布し，

課題を確認させる。

座標の概念を理解させる。

正しく点を取らせる。

できるだけ，多くの生徒に発表させる。

点を取り，上から順に結んでみよう



ワークシート

学習プリント点を取り，順に結んでみよう！

これはなんだ？

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
３
３
２
１
０
６
６
７
６
５
５
６
６
５
４
５
３
２
２
０

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

４
３
１
０
０
１

７
１
，
７
日
９
７
，
，
夕
，
分
り
，
夕
，
７
７
，
？
，

５
５
４
３
０
０
１
２
３
３
２
１
４
３
１
０
０
２
３
４
４

ノ
ー
、
ノ
ー
、
ノ
ー
、
ノ
ー
、
／
Ｉ
、
〃
Ｉ
、
／
１
１
／
１
Ｋ
／
ｌ
、
／
ｌ
、
ノ
ー
、
ノ
ー
、
ノ
ー
、
ノ
ｆ
、
ゲ
ー
、
／
Ｉ
、
〃
ｆ
、
ノ
ー
、
／
１
１
〃
ｆ
、
／
Ⅱ
、

0） （－4，

1) (-3,

4） （－2，

4) (-1,

1) (-1,

0） （－2，

-1) (-4,

-1) (-2,

0） （－1，

1) ( 0,

2） （ 0，

2) ( 1,

4) ( 1,

5） （ 3，

5） （ 2，

4） （ 3，

3） （ 5，

0） （ 6，

0） （ 6，

1) ( 7,

2） （ 7，

プリントは他

にもたくさん

あります。下記

のホームペー

ジを参照して

ください。

解答例

鷹;趣
、阜垂學学昌含学ヘン

遥’j
u,： ・〆

「とくまさ（徳田雅人）のホームページヘようこそ」

http://www.dokidoki.ne.jp/home2/seiki/math/index_t.html

（城東中学校

参考文献

梯 泰三）
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不思議な計算（2年）

1 授業のねらい

「式の計算」の単元では，次の2つのことが目標としてあげられる。

・単項式，多項式の加減と単項式の乗除について意味を理解し，四則計算をすることがで

きる。

・式を用いて数量の関係や整数の性質を証明したり，等式を必要に応じて変形したりするこ

とができる。

この目標にそって，文字式を利用した証明（説明）が2年生で扱われている。奇数と偶数か

ら始まり2桁の整数へと発展させていく。その中で証明の必要性を生徒は感じているのだろう

かと思うときがある。何のために証明するのかが分からず，興味・関心もわかないまま証明の

なかの式や文を書き写している生徒が多いのではないだろか。

そこで， この授業では数が半分になるという特徴のある計算を行い，生徒に興味・関心を持

たせたい。そして， この計算の仕組みが文字を用いて説明できることを知らせ，証明に対する

意欲を持たせたいと思っている。

指導計画ク

(1) 単項式と多項式･………･………………………･………．．……．

（2）式の加法・減法…………………………………………………

（3） 単項式の乗法・除法……………･…………………．．…………

（4） 文字式の利用…………･…………………………………･……．

2時間

2時間

2時間

4時間（本時1／4）

3展 開

－14－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 課題を把握する。

2各自で課題に取り組む。

3 333333以外で結果（見た目が半分）が同

じになる数はないか探す。

’

●

●

●

桁の大きい数を計算するので電卓を使用

させる。

計算の結果が333になったか確認する。

各班ごとにカードを配り，課題と同じ結

果になった数，同じにならなかった数（割

きれないなど）を記入させる。

ちょっと不思議な計算をしてみよう。計算した結果はどうなるだろうか。

①333333を7で割る。

②その答えを11で割る。

③さらに，その答えを13で割る。



＜結果が同じになる数の例＞

・555555.．………･555555÷7÷11÷13＝555

・ 123123…………123123÷7÷11÷13=123

･ 24024…………24024÷7÷11÷13=24[024と考えれば］

＜結果が同じにならない数の例＞

・3333, 33333333………桁数が6桁以外。

・454545…………………6桁だが3桁ずつの繰り返しになってない。

＜証明＞

課題と同じ結果になるような6桁の数をa, b, cを使って表すと

1…a+1mb+1Mc+1Ma+10b+c

と表せる。

同類項を計算すると

1㈹1ma+1M10b+1mlc

=1M1 (1収具雲土､奥旦j二､g､)
よってもとの数を1㈹1で割ると商として1Ma+10b+c

（下3桁）が表れる。

4考 察

。 電卓を使うことで計算が楽にでき， どの生徒にも不思議な結果になる驚きが味わえるので

はないか。

。 この証明に関しては， 6桁の数を扱い証明が複雑になる。そこで， 2桁の整数を扱った証

明の発展として「文字式の利用」の最後に説明する程度にとどめる方がよいと思われる。

参考文献 「楽しい数学の授業('96vol. 1)｣ (明治図書）

(阿南中学校 森本雅仁）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

4カードを結果によって2つに分け、課題

と同じ結果になる数について気づいたこと，

考えたこと，分かったことを発表する。

5○△□○△□の形をした6桁の数なら計

算の結果が必ず○△□になる。この単元を

学習することで文字を使ってこうなるわけ

を説明できることを知る。

●

●

q 凸

どのような数を調べればよいか分からな

い班には助言する。

①3桁ごとの繰り返しになっている数で

ある ◎

②7, 11, 13で割ることは結果的に1㈹1で

割ったことになる。

この2点について気づかせる。



暮らしの中の連立方程式を見つけよう！ （第2学年）

1 授業のねらい

連立方程式を単に問題を解くための学習としてとらえないように， 自分の暮らしや生活の中
から数量的なものに注目し，そこに数学的関係性を見つけようとする姿勢を育てる。

指導計画ク

1時間(1)連立方程式の導入…………･………………………?…………………・

1時間（2） 連立方程式とその解･…･………………………･………………………

1時間（3） 代入法…･……･…………………………………………･………………

（4） 加減法・……･………………･…………･………………･……･…………・3時間

（5） いろいろな方程式……………………………………………………… 3時間

（6） 連立方程式の応用．．………………………………．．……………･6..6…3時間

（7） （課題学習)…･………･…………………………………………………・1時間（本時）

3展 開

けの

易直

を便

古の甲一C， 酉

立
踊

連
の

‐
顕

危
召
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学 習 内 容 指導上の留意点

1 連立方程式の意義を確認する。
､ 今 一

2課題と学習の進め方について知る。

3課題に取り組む。

●

●

●
●
●

自分の1日の生活を振り返り日課表

に記録する。

行動の中から，連立方程式がつくれ

るような場面はないか考える。

課題をつくる。

連立方程式を使って解を求める。

発表をするためにまとめる。

4発表を聞く。

5 問題を解くのに連立方程式を使うと便

利なことを示す。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

B a

連立方程式の意義と， どのようなこと

に利用できるか確認する。

わからない数量が2つ，条件が2つ必

要であることを確認する。

自分の生活の中で問題をつくることが

大切であることを指導する。

いろいろな場面を設定できるように支

援する。

例をいくつか説明し， ‐さまざまな角度

から問題がつくれるように支援する。

できるだけ自分独自の個性的な課題を

考えさせる。

わかりやすいまとめ方や発表の方法に

ついて助言する。

（例）の数字を変えただけのものになら

ないように指導する。

どういった観点から友達が問題をつ

くっているかに留意して聞くように指導

する ◎

必要に応じて，教師が補足説明をする。

連立方程式の有用性を確認する。



(場面の例）

･ジュースを飲むとき／登校するとき／買い物をするとき/TVゲームをするとき

4学習プリント

＝課題

自分の生活の中で，連立方程式がつくれる場面がないだろうか？また，どんな方法でもいい

から自分のつくった問題の解を求めてみよう。

どんなことをしたか記録してみよう。

PM

1 2 3 4 5 6 7 8

自分の1日の生活を振り返って，

AM

6 7 8 9 10 11 12

1

9 10 11 125

2 1日の生活の中で,どんな場面で連立方程式のような問題がつくれるだろうか。いろん

な角度から問題をつくってみよう。また，連立方程式を使ってその解を求めてみよう。

File例（場面：家での時間の使い方）

問題2時間の間に宿題と読書をしたい。

宿題をする時間は,読書をする時間より20

分多くとりたい｡宿題と読書の時間はそれ

ぞれどれだけずつとればよいでしょう。

）File l (場面：

解き方と答え

）File2 (場面：

解き方と答え

）File3 (場面：

解き方と答え

参考文献「クレセール中学校数学科教育実践講座」 （(株）ニチブン． （株） 日本文教社）

（小松島中学校 西山伸二）
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一次関数の利用（2年）

1 授業のねらい

慣れ親しんでいる昔話を題材に取り入れ，その中にある，速さ，時間，距離の関係を一次関

数としてとらえさせる。昔話を題材にすることで状況の把握や与えられたグラフの意味の理解

を助け，一次関数の変化の割合や，二元一次方程式との関係についての理解を深め，関数関係

を考察する能力を養いたい。さらに，物語の状況を変えることによるグラフの変化に気づかせ

たり，物語の中に具体的な数値を示し関数関係をグラフに表現したりという発展にも取り組ま

せたい。

【事例1】

指導計画ク

(1) 一次関数………………………………………………………… 2時間

（2） ・一次関数のグラフ………………………………………………4時間

（3） 一次関数の式を求めること……｡．…………………･…．．……・ 3時間

（4） 一次関数の利用…………………･……………･……………･…3時間（本時1／3）

（5） 問題．．……………………………………………………………． 1時間

3展 開

－18－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 昔話を聞き，状況を理解する。

2昔話の中の一次関数の事象を考える。

3 グラフを見て，そのグラフが何を表して

いるかを考え，グラフの意味を理解し，距

離が時間の一次関数であることを理解する。

口
●

●

●

●

●

生徒に演じさせることや，紙芝居など絵

による提示も考えられる。

昔話の状況が理解できたか確認する。

自由な発想をさせる中で，速さ，時間

距離の関係に気づかせる。

はじめにグラフだけを提示し，座標軸の

単位に着目させる。

ワークシートを配布し，課題を確認する。

むかしむかしあるところにおじいさんとおばあさんが住んでいました｡おじいさんは山へ

芝刈りに，おばあさんは川へ洗濯に行きました。しばらくしておばあさんは，川の上流から

大きな桃がどんぷらこどんぷらこと流れて来ることに気がつきました｡そしておばあさんは

目の前に流れてきた桃を川から拾い上げて家に持ち帰り,桃から出てきた桃太郎とおじいさ

んと3人で仲良く幸せに暮らしましたとさ･



ワークシート『流れてくる桃とおばあさん』

右の図は，おばあさんが流れてくる桃に気がついて

からの時間と，桃までの距離の関係を表したものです。

ただし，桃の流れる速さは一定とします。

(1) おばあさんは， 目の前から何m上流で，桃に気が

つきましたか。

(2)桃がおばあさんの目の前に流れてきたのは，おば

あさんが桃に気がついてから何分後ですか。

(3) 桃が流れる速さは毎分何mですか。

(4) おばあさんが桃に気がついてからx分後の桃までの距離をynlとして, x, yの関係を式に

表しなさい。

(5) はじめの桃とおばあさんとの距離を変えると，上のグラフはどのように変わるか，考えてみ

ましょう。

(6) 桃の流れる速さを変えると，上のグラフはどのように変わるか考えてみましょう。

－19－

’

学習内容と学習活動 指導上の留意点

4グラフの切片の意味を考え理解する。

5桃の流れる速さとグラフの傾きの関係を

考え理解する。

6 グラフからx, yの関係を式に表す。

7 昔話の状況を変えることで，グラフがど

ように変化するかを考える。

●

●

●

●

●

距離とグラフの切片との関係をとらえさ

せる 。

速さの概念と変化の割合とのつながりに

ついて考えさせる。

xの変域に注意させる。

おばあさんが桃に気づいたときの桃まで

の距離や，桃の流れる速さが変わると，グ

ラフはどのように変化するかを考えさせる。

発展として，おばあさんが桃を上流へ取

りに行く， 目の前を通り過ぎた桃を追いか

けるなど， 自由な発想が生まれるよう助言

する ◎

(m)
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【事例2】

指導計画ク

(1) 二元一次方程式とグラフ･……･……………………………･…

（2）津立方程式とグラフ･………･…………………………………

（3） 問題………………………………………………………………

3時間

1時間

3時間（本時1／3）

3展 開

－20－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 昔話を聞き，状況を理解する。

2昔話の中の一次関数の事象を考える。

3 ワークシートにあるグラフの意味を理解

し．距離が時間の一次関数であることを理

解する。

4グラフの傾きと桃の流れる速さ，おばあ

さんの歩く速さとの関係を理解する。

5グラフからx, yの関係を式に表す。

6求めた式を利用して，おばあさんが桃を

拾い上げるまでに歩いた時間や距離を求

める ◎

7 ワークシートの距離や速さを変えること

で グラフがどように変化するかを考える。

I
●

●

●

●

●

●

●

●

生徒に演じさせることや，紙芝居など絵

による提示も考えられる。

昔話の状況が理解できたか確認する。

自由な発想をさせる中で，速さ

距離の関係に気づかせる。

時間，

ワークシートを配布し，課題を確認する。

速さの概念と変化の割合とのつながりに

ついて考えさせる。

xの変域は後の問いで求めさせる。

グラフの交点と連立方程式の解の関係に

ついて確認する。

はじめのおばあさんから桃までの距離や，

桃の流れる速さ，おばあさんの歩く速さな

どを変化させ，グラフをかかせる。

むかしむかしあるところにおじいさんとおばあさんが住んでいました｡おじいさんは山へ

芝刈りに，おばあさんは川へ洗濯に行きました。しばらくしておばあさんは，川の上流から

大きな桃がどんぶらこどんぶらこと流れて来ることに気がつきました｡そしておばあさんは

上流へ向かってしばらく歩いた後，桃を川から拾い上げて家に持ち帰り，桃から出てきた桃

太郎とおじいさんと3人で仲良く幸せに暮らしましたとさ・



ワークシート『流れてくる桃と迎えに行くおばあさん』

右の図は，おばあさんが歩き始めてからの時間と，洗濯をしていた場所からの距離の関係を表

したものです。ただし，桃の流れる速さ，おばあさんの歩く速さは一定とします。

(1)①，②のグラフはそれぞれ，桃とおばあさんのどちらの様子を表していますか。

(2) おばあさんが桃に気がついたとき，桃までは何m

離れていましたか。

(3) おばあさんが歩かずにその場で桃を待っていたら，

何分後に桃が目の前に流れてきましたか。

(4) おばあさんの歩く速さは毎分何mですか。

(5)桃の流れる速さは毎分何mですか。

(6) おばあさんが歩き始めてからx分後の洗濯をしていた場所からの距離をyrnとして，桃とお

ばあさんについて，それぞれx, yの関係を式に表しなさい。

(7)桃がおばあさんの目の前にきたのは，おばあさんが歩き始めてから何分後ですか。またその

とき，おばあさんは何m歩きましたか。

(8) (6)で求めた式に, Xの変域をつけ加えなさい。

(9) 距離や速さを変えると，上のグラフはどのように

変化するか考えてみましよう。

｢はじめの桃とおばあさんとの距離」

( )m

｢おばあさんの歩く速さ」

毎分( )m

｢桃の流れる速さ」

毎分（ )m

－21－
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【事例3】

指導計画'

(1) 二元-一次方程式とグラフ…･；‘…･……………………･……“
一 4

（2） 淳京方程式とグラフ……．．…………………………………“
●

（3） 問題……･………………･………………･･･……………･……。

3時間

1時間

3時間（本時1／3）

3展 開

－22－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 昔話を聞き，物語の状況を把握する。

2 昔話の中の一次関数の事象を考える。

3 ワークシートにあるグラフの意味を理解

する ◎

4桃の流れる速さやおばあさんの走る速さ

とグラフの傾きの関係を理解する。

5 グラフからx, yの関係を式に表す。

6求めた式を利用して,桃に気がついてから

手に取るまでの時間や歩いた距離を求める。

7 昔話の状況を変え，その様子をグラフに

表す｡

’

耐

●

●

●

●

●

●

●

生徒に演じさせることや，紙芝居など絵

による提示も考えられる。

自由な発想をさせる中で，速さ，時間

距離の関係に気づかせる。

ワークシートを配布し，課題を確認する。

速さの概念と変化の割合とのつながりに

ついて考えさせる。

生徒のいろいろな求め方を発表させる。

グラフの交点と連立方程式の解の関係に

ついて確認する。

速さや距離を変化させるなど， 自由な発

想が生まれるように助言する。

むかしむかしあるところにおじいさんとおばあさんが住んでいました｡おじいさんは山へ

芝刈りに,おばあさんは川へ洗濯に行きました。すると川の上流から大きな桃がどんぶらこ

どんぶらこと流れてきました。しかし，おばあさんは洗濯に夢中で，まったく桃に気がつき

ませんでした。そこであわてた桃太郎は自分で桃を割って「おーい，おばあさ－ん，話が違

うよ－｡」と叫びました。その声でおばあさんは流れていく桃に気がつきましたが，ぼう然

としている間に桃と桃太郎はどんどんと流されていきました｡ハツと我に返ったおばあさん

は 桃を追いかけて川の下流へと歩いていきました。そして，やっとのことで桃に追いつき

桃太郎を家につれて帰りました。そして,おじいさんと桃太郎と3人で仲良く幸せに暮らし

ましたとさ。



ワークシート『流れていく桃太郎と追いかけるおばあさん』

右の図は，おばあさんが歩き始めてからの時間と，洗濯をしていた場所からの距離の関係を表

したものです。ただし，桃が流れる速さ，おばあさんの歩く速さは一定とします。

(1)@,②のグラフはそれぞれ，桃とおばあさん

のどちらの様子を表していますか。

(2) おばあさんは，桃が目の前から何m流された

ところで歩き始めましたか。

(3)桃の流れる速さは毎分何mですか。

(4) おばあさんの歩く速さは毎分何mですか。

(5) おばあさんが歩き始めてからX分後の洗濯を

していた場所からの距離をynlとして，桃とお

ばあさんについて，それぞれx, yの関係を式

に表しなさい。

(6) おばあさんが桃に追いついたのは，歩き始めてから何分後ですか。また，洗濯をしていた

場所から何mのところですか。

(7) 物語の状況を自分で変えたり新しく作ったりして，その様子をグラフに表してみましょう。

側
・
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

ｌ

はじめの桃とおばあさんとの距離を変える。

桃の流れる速さ，おばあさんの歩く速さを変える。

桃やおばあさんの速さが途中から速く （遅く）なる。

桃が岩に引っかかり， しばらくしてまた流れ出す。

おばあさんが途中でこけて， しばらくしてまた追いかける。 など

－23－



【事例4】

指導計画ク

2時間（1） 一次関数……………………………･…･……………………･…

（2） 一次関数のグラフ……･…………………………･……………・ 4時間

（3） 一次関数の式を求めること…………………･………………・・ 3時間

（4） 一次関数の利用・……･……･……………･………･…………･…3時間（本時1／3）

1時間（5） 問題･………．．……………･………………･………………･……

開3展

一型一

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 昔話を聞き，状況を理解する。 ●

●

生徒に演じさせることや，紙芝居など絵

による提示も考えられる。

昔話の状況が理解できたか確認する。

むかしむかしウサギとカメが一本松のところで出会いました｡ウサギとカメはその場所か

ら1km離れた丘の頂上までどちらが早く行けるか競走しました。ウサギは毎分50m,カ

メは毎分10mの速さで同時にスタートしましたが，ウサギは5㈹m走ったところで油断し

て休憩しているうちに眠ってしまいました。カメはその横を追い越して行きました。

やがてウサギは目を覚まして，はじめと同じ速さでカメを追いかけましたが，結局カメよ

りも10分遅く丘の頂上に着きました。
●

2課題を把握する。

3 ウサギとカメについて，それぞれx, y

の関係をグラフに表し，グラフの式を求

める ◎

4与えられたグラフから，物語の状況を理

解し，文章で表現する。

5 ウサギとカメの物語を自分で考え，時間

と距離の関係をグラフに表す。

6作った物語とグラフを発表する。

●

●

●

●

●

●

●

ワークシートを配布し，課題を確認する。

速さとグラフの傾きの関係を考えさせる。

xの変域に注意させ， ウサギは3つの場

合に分けて式をつくらせる。

速さの概念とグラフの傾き，スタート位

置とグラフの切片とのつながりについて考

えさせる。

具体的な数値をグラフから読みとらせる。

物語の中に，速さ，時間，距離など，グ

ラフをかいたり式を求めるための必要な数

値を入れるように指導する。

多様な考え方があることに気づかせる。



y＝■■■■
,00;■■■■■■■■■■■’

ワークシート『ウサギとカメ』

(1) ウサギが休憩を始めたのは，走り始めてから何分

後ですか。
■■■■
■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■

500■■■■
■■■■■■■■

(2) カメがウサギの横を通り過ぎたのは,歩き始めて

から何分後ですか。

■■■■
■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■

■■■■■■■

(3) カメが丘の頂上に着いたのは,歩き始めてから何

分後ですか。
0

100x50

(4) 同時にスタートしてからX分後のスタート地点

からの距離をyrnとして， ウサギとカメについて，

x, yの関係をグラフに表しなさい。ただし， ウサギ，カメの速さは一定とします。

(5) ウサギとカメについて，それぞれx, yの関係を式に表しなさい。

(6) 下の①，②のグラフを見て， ウサギとカメの物語を考えてみましょう。

② y

1000

’

500

0

0
100 x50

-300
(7) ウサギとカメの物語を自分で考え，時間と

距離の関係をグラフに表してみましょう。

物語

(不動中学校 松本 悟）
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図形と相似（2年）

1 授業のねらい

図形教育には， 「図形の概念や性質をつかむこと｣， 「論理的思考（数学的思考・技法一帰納，

演鐸，証明，類推）を練ること」という目標がある。しかし，図形の性質を導くことをねらい

としていながら，いつのまにか証明の方法ばかりを強調する授業や，計算問題中心の授業にな

る場合が多い。

今まで「拡大・縮小」という単元は，相似な図形を定義するために学習するととらえていた。

しかし，拡大・縮小させた図形ともとの図形を比較してみると， これから学習する図形の性質

がたくさんあらわれてくる。これからの「図形と相似」という学習全体のイメージを持たせる

ことができるのではないかと考えた。

指導計画ク

（1） 拡大・縮小と相似･…………･…………………………………．:・・ 2時間（本時1／2）

（2） 三角形の相似条件…………………･…………………･…………・2時間

（3） 相似条件と証明…………･…･………………………………･…2時間

（4） 平行線と線分の比…………………………………………………5時間

（5） 三角形の重心……．．…………………………………………･……2時間

（6） 問 題･…･………………………………･…………………2時間

3展 開

口ウ

、

一筋一

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 導入課題 ’

ぐ

●

●

2つの紙を前後に平行にずらせばいいこ

とに気づかせる。 （合同な図形と比較させ

る｡）

模型を提示する。

次の図と形が同じものを，厚紙で作った①～⑧の中からさがせ。

それを確かめる方法も考えよ。 ②

⑥

③ ④



参考文献 「数学の広場」 （ほるぷ出版）

「ほるぷ中学数学授業プリント」 （ほるぷ出版）

(市場中学校 山野井貴子）

－27－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

2 問題提示 ’
点○を中心として,AABCを2倍に拡大

した△A'B'C'を途中までかいてある。図を

完成させよ。

また,拡大した図ともとの図を比較すると，

変わるものと,変わらないものは何か。



名探偵になろう（2年）

1 授業のねらい

数学の問題の中でも，図形分野の「証明」は生徒にとって大変特殊な問題である。数学の問

題といえば，計算などには時間がかかるが，解答は一つでしかも簡単に書けるというものがほ

とんどである。しかし証明は，あることがらが成り立つことを，論理的に述べなければならな

い。説明することが解答となるのは， 「文字式の利用」でも既に学習しているが，解答が長い

うえに理づめになるこの証明問題は， 「めんどくさい」 「書き方が難しい」等の理由で嫌う生

徒が多い。

そこで， 「証明とはこんなもの」ということを学習する際，法律家で最高裁判事になられた

穂積重遠氏の「中学時代に学んだ幾何学の証明の考え方が，裁判の判決文などを書くときたい

へん役に立った」という言葉にヒントをもらい，推理ゲームであれば証明のしくみを感覚的に

つかめるのではないかと考えた。 2年生の数学では学習内容が多く，授業時数に余裕がないの

が現状であるが，証明問題に対する苦手意識を少しでも解消し，興味・関心を持たせるために

も簡単なゲームを取り入れ，数学的な考え方の利点やおもしろさを感じ取らせたい。

指導計画'

(1)平行線と角………

（2） 三角形の角…．．…．

（3） 三角形の合同・…．

（4） 証明…………．．

3時間

3時間

2時間

2時間（本時1／2）

●●●●●●●●●●■■

凸●■●●●●●●●●●

、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

､●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●O

■■●●●●■●●●●、●●●●●●●●●●●●●●●●

●●

●●●

開3展

一羽一

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 資料を読む。

2 わかっていることを書き出す。

3結論を言うための事実を導き出す。

4証明に必要なことがらを選択する。

●

●

●

●

教師が読み聞かせる。後に重要になる部

分を強調する。

1つずつ発表させ，全員が同じ内容にな

るようにする。

結論を言うためには「ロウソクの火の消

え方がおかしいから」ということが言えな

ければならないことに気付かせる。

証明するにはどの事実を使うのが有効で
あるかを考えさせる。使用しない事実も存

在することを理解させる。



さあ， トリック博士になったつもりで， イラストそよぐ見て，西*寸の

冨正富力官うそ－であることを証明してみよう！

1 まず、わかっていることを整理しよう．

①博士がT海岸に覇いたとき，潮はひいていて，船は15度働いていた。

②丙村はさるぐつわをかまされガムテープでベッドに固定されていた。

③
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⑧

名主朶偵↓こなろう～“菱てこf乍を見石皮才し ！～

珊件ファイル31「盗まれた漁図」

トリック博士はある夜，友人でヨットマンの西村に篭話で「T海岸へ行かな

いか」と鮒われ，次の、の早側，出かけていった。ところが， T海岸へ行って

みると，西村のヨットは砂浜に座賎して，船体が約15皮傾いていた。潮はひ

いていたのだ。

博tが鮒室に入ってみると，西村はさるぐつわをかまされ，ガムテープで手

足をぐるぐる巻きにされてベッドに横たわっていた。 （図1）

「おい，とうした？しっかりしろ」

ガムテープをほどいてやると，両村は，

「ちくしよう1秘密の海図を盗まれたんだ」

･と， くやしがった。

『軽密の海図・ ・ ・ ？」

「江戸時代の古い海図だよ。金顔の財宝の

隠し恩所が晴8で笛いてあるから， 渦探偵

のきみに解蔑してもらって，いっしょに宝

を探そうと思ってたんだ」

「いつ盗まれたんだ？」

囚1回…、篭

「風夜中の1時ごろだった。あいにくバッテリーがきれたので， ロウソクを

つけてベッドで陶図を輿べていたら，突然圃面をした男がしのびこんできて，

麻酔薬をかがされたんだ」

「犯人の足奇に気づかなかったのか？」

「昨夜は風があって，波の商がうるさかったからね」

『じゃ，そのとき，瀬は満ちていたんだね」

「ああ，満ち潮だった。気を失っている間に，潮がひいて， ヨットが座甑し

たんだ」

･灘議蝋鯏I｡｡両
たんだ。火期になったらかわいそうだろうと思って澗してくれたんだろうね」

西村がそう答えると，

「きみ，なぜそんなうそを言うんだね？」

悶士はするどく囲いつめた。すると，西村は急にくすくす笑い出して，

「やっぱりばれたか。 じつはきみの探偵としての評判が高いので， ちょっと
テストしてみたのさ°さすが評判通りの名探偵だな。うそをついてすまなかっ

たよ。でもなぜ，ぼくのうそを見破ったんだい？」

と，すっかり悪心していた。

2 西村の旺冨がうそであることの麗奥は何だろう？

3 2のことを宮うために使用できる事実は？上の番号から選んでみよう．

4 いよいよ園解きです．空園をうめてトリック博士のセリフを完成させよう．

「きみの証言からすると，

簡図が塵まれたときヨットは， （ ）
また， ロウソクの火を吹き消したのは， （ ）

しかし， この消えているロウソクを見ると，火が消されたのは，
（ ）ということになる。
もし，犯人が火を消したのなら， ロウソクの先は， （
になっているはずだ。

だからきみの誕冨は， うそなのだよ。」

参考文献「数学トリック＝だまされまいぞ！ 」 （仲田紀夫著）

「名探偵の推理館」 （藤原宰太郎著）

山川中学校 後藤千晶）
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

5証明を完成させる。

6 教科書の問いを考える。

7本時のまとめをする。

●

●

各自で完成させ，何人かに発表させる。

正確な記述・表現は追求せず，内容を重視

する ◎

数学の証明も，同様に考えることができ

ることを説明する。

｢証明すること（結論)は何か

ていること（仮定）は何か

合同が言えればよい

同条件が成り立つか

順を押さえる。

↓
↓

→

→ わかつ

三角形の

仮定からどの合

証明」という手



サイコロ投げの実験を用いた確率の導入（2年）

1 授業のねらい

学習指導要領の改訂により，中学2年生で確率を学習することになり， また，小学校での簡

単な場合についての確率が削除されたため，生徒はここではじめて確率を学習することになる。

そこで，特に導入場面では，実験などの具体的な操作活動を通して，確率の概念を形成してい

くことが重要であると考える。

また，中学校で学習する確率には経験的確率と先験的確率の2つがあるが，確率の意味を分

かりやすく理解するために，その両方が考えられる事象を取り上げ，実験的な方法で確かめる

過程を通して確率の意味を明らかにしていくことが重要であると考える。さらに，むやみに難

しい事象について考えさせるのではなく，基本的に一定の数値を想定することが容易なもの，

すべての場合が図や表に書き表すことができる程度のものを取り上げるよう配慮したい。

そこで， 1つのサイコロを投げて1の目の出る確率を予想させる。また，それを確認するた

めの実験の試行回数も予想させてから，実際の実験を始める。試行回数が少ないときは， 1の

目の出る相対度数に大きなばらつきがあり，試行回数が大きい数になると一定の値に近づいて

いくことを体験することにより，確率の概念を形成していきたい。

また，学習指導要領の改訂により， 「資料の整理」が中学校から削除されたため，相対度数

を学習しない。この資料では相対度数の用語を用いたが，生徒には試行回数に対する1の目の

出る割合として示す配慮が必要である。

指導計画

場合の数……･…………………………………………･………

確率の意味･…･………………･………………．．………………

確率の求め方……･……………･･…･……･･……………･…･…

2

(1)

(2)

(3)

2時間

3時間（本時1／3）

5時間

3展 開

く実験の方法＞

（1） 2人で班になり，実験をする者と記録をする者に役割分担する。

(2) 1M回までは10回ごとに集計し, 1の目の出た回数，相対度数を計算する。

（3） 100回からは他の班の結果と合計して100回ごとに集計する。

（例） 1班が1M回で14回, 2班が100回で18回出たとすると, 200回で32回出たとして

計算する。

（4） 同様にして，学級全体の累計回数から相対度数を計算し，それまでの結果をワークシート

にまとめる。

※ワークシート参照
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＜展開＞

4考 察

この資料を作成した段階では， まだ実際に授業を行っていないので，実際の生徒の反応や授

業後の反省を記すことはできないが，今回のように実験などの操作活動を授業に取り入れる場

合， どうしても時間がかかるという壁にあたってしまう。かといって，回数を少なくするとば

らつきが大きすぎて生徒に実感させることが難しい。そこで今回のように各班の結果の累計で

大きい数の試行回数での相対度数を計算させたり， コンピュータを使って計算させることは，

時間短縮の上で有効であると思われる。

今回のように，サイコロを投げて1の目の出る確率が1／6になることは，生徒にとって十

分予想される事象であっても，実際に試行してみることによって，なるほど，確かにといった

実感を生徒に与えられることが期待できる。またこのような実験の方法では， 1クラス40人と

して学級全体での試行回数が2000回になり，かなり大きな数が得られるので，有効な方法で

あると考える。

今回はサイコロを題材に取り入れたが，前述したように，中学2年生から初めて確率の概念

に触れることから，特に導入の部分では実験を取り入れるにしても，王冠や押しピンといった

予想が困難な事象は避けるべきと考える。また，相対度数についての扱いをどのようにするか

が今後の課題である。

（羽浦中学校 磯部茂仁）
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学習内容と学習活動 指導 卜 の留意点

1 確率について知っていることを発表する。

2 1つのサイコロを投げるとき,1の目の出

る確率を予想し，その理由を考える。

3班ごとに実験を行う。

4実験結果を表やグラフに表し，それから

わかることをまとめる。

5実験結果から確率の意味を考える。

●

●

●

●

●

●

●

●

身近なところで確率がどのように使われ

ているかを発表させる。

その予想が正しいかどうかを確かめるた

めに実験が必要なことに気づかせる。

100回までは10回ごとに集計し，出た回

数，相対度数を計算する。

100回以上の試行については､各班の結果

の累計から計算する。

試行回数が多くなるにつれて,1の目の出

る相対度数が－定の値に近づいていること

に気づかせる。

予想していた値と一致することにはこだ

わらず，一定の値に近づいていくことが確

認できるようにする。

あることがらの起こることが期待される

程度を表す数をその事柄の起こる確率とい

うことを知らせる。

各自ワークシートにまとめさせる。
壱



数学科学習プリント 「確率」 2年（ ）組氏名（

実験の手順

（1）班でサイコロを投げる人と記録をする人を決めます。

）

（2） 10回ごとに1の目が出た回数を下の表に記録します。また、投げた回数に対する1の目が

出た割合を計算します。

(3) 100回からは、他の班と結果を見せ合いして計算していきます。

（4）学級全体までできたら、それまでの結果をグラフに表します。

＜10回ごとの記録＞

<100回ごとの記録＞

－32－

投げた回数 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1の目の出た数

累計

割合

投げた回数 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

累計

割合

投げた回数 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000

累計

割合



<結果のグラフ＞
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<実験の結果から分かることを自分の言葉でまとめよう＞
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一次関数と一次関数のグラフ

1 授業のねらい

現代社会は，めまぐるしく変化している。 こうした変化を見通すためには関数的見方･考え

方が必要である。身の回りの自然現象や社会事象の中には,一次関数で表されるものも多い。こ

こでは，生徒の興味や関心を引き起こすような具体的な事象に問題を求め，伴って変わる2つ

の数量を取り出し関数関係がy=ax+bの式の形になることを理解させる。そして，一次関数の

特徴である変化の割合が一定であることを式・対応表・グラフの3つの関連性を通してとらえ

させる。本時では「ろうそく」の問題をもとに各自が問いを作り互いに解き合うようにする。

「ろうそく」という日常の事象の中に問題を求め， これを考えさせることによって，関数的に

見る力．考える力を育て， より具体的に関数概念を深めさせていきたい。友達同士で考えた問

題を興味を持って解決する学習を多く取り入れ，生徒の主体的な活動を重視していきたい。

2指導計画

-一次関数………･……………………………．．…………………

一次関数のグラフ…………………･…………･…………･……

一次関数の式を求めること“…………………………………・

一次関数の利用･…･…………………………………………･…

(1)

(2)

(3)

(4)

2時間

4時間

4時間（本時1／4）

3時間

3展 開

一拠一

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 本時の学習内容を確認する。

●

●

前時までの学習内容を確認する。

課題を把握する。

2課題に取り組む。

● 問題を作る。

’

●

●

●

●

前時の学習内容を確認させる。

前時の問題や一次関数の定義を復習さ

せる ◎

4つの問題を各自で作らせる。

問題作りにつまずいている生徒には，簡

単な絵を書かせ日常のイメージ化をはから

せる ◎

ある夜，雷が鳴って停電しました。そこで,A男は，ろうそくを出しました。ろうそくが

いつまでもつか心配になり,5分してからはかると13.5cm, 10分してはかると13.0cmでした。

(ただし、 このろうそくは一定の割合で燃えるものとします｡）



(鳴門第一中 和田裕滋）

－35－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

● 作った問題を発表する。

＜予想される問題＞

○はじめの長さは何cm？

○ 1分間でどれだけ燃える？

○全部燃えるのは何分後？

○
○

●

●

●

式は？

グラフに表したら？など

個人で解決する。

班で説明し合う。

発表し，全体で検討する。

3本時の学習のまとめと次時の予告を聞く。

●

●

●

●

●

●

4～5人の班を作り学習リーダーを中心

に班員に発表させ，班としてまとめる。

グラフや表は必要な生徒に与える。

式･表･グラフの関連について考えさせる。

つまずいている生徒には表を考えさせる。

式・表・グラフの関連をまとめさせる。

次時の予告をする。



匪函
2年一組一一番氏名

ある夜，雷がなって停電しました。そこで,A男はろうそくを出しました。ろうそくが

いつまでもつか心配になり， 5分してはかると13.5cm, 10分してはかると13．Ocrnで

した。

（ただし， このそうそくは一定の割合で燃えるものとします｡）

(1)上の文章を読んで下の箱の中に問題を4つ作ろう。

(2) それぞれの問題を解決しよう。

…割二一’
寺

一部一

問題1 問題2

問題3 問題4

問題1 問題2

問題3 y

X



一次関数とグラフ

2年一一組一一番氏名

1．次の問題を解決しよう。また，表で確かめよう。

①右のグラフの式を求めなさい。

剖一－－－－
y

万

②一次関数のグラフをかきなさい。

y=2x-4

2．一次関数のグラフを考え友達に出題しよう。

（1）式を作り，右のグラフ用紙にグラフ

をかこう。

「一‐~．ーーー‐ー一一－． ．一一一．一一・一ー－．~．－ーー．~、－．－－

①式（ ）

y

②式（ ）

③式（ ）

④式（ ） キ
リ
ト

(2) キリトリ線で切り離し，右のグラフリ

の問題を友達と交換しよう。

’ （3

1
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'

X

）友達のグラフの式を

①式（ ）

ヨーー
③式（ ）

ず-ﾄー

求めよう。 （表で確かめc

②式（ ）

④式（ ）
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式の計算（3年）

1 授業のねらい

1年生で文字の式を導入し、 2年生では、その計算や等式の変形について学習した。 3年生

では、 これからのいろいろな場面で、文字の式を使って考えを進めたり、手際よく処理したり

することになる。そのための手段として、展開公式や因数分解を利用して，式を目的に合わせ

て形を変えることが必要になる。このことを，具体的な例，場面を通して理解できるようにし

ていきたい。

指導計画ク

(1)式の乗法・除法…･……･……．．………･…･…………．．………･ 4時間（本時1/4)

（2） 乗法の公式………………………………･…･…………………・ 3時間

（3） 因数分解・………･………･･･……………………………………・6時間

（4） 式の計算の利用…．．…………………………………………･…3時間

（5） 問題…………･………………………………………･………･…2時間

3展 開
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学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 問題について考える。

2班ごとに発表をする。

3本時のまとめをする。

●

●

●

●

●

●

図を利用するなどして，個々の自由な考

えを引き出す。

どこに着目すればよいか，助言する。

じっくりと考える時間を与える。

式の加法・減法、単項式の乗法・除法、

分配法則などが正確に理解できているかを、

机間指導しながら確認する。

式を目的に合わせて，形を変えることの

有効性に気づかせる。

次時の予告をして，意欲づけをする。



数学プリント

番

問題 スポーツといえば，野球，サッカー，バスケットなどの球技がありますが，マラソンな

どの陸上競技も見ていて感動を覚えます。そこで今日は， 1周が400nlの陸上競技場で，

400m競技のスタートの位置が，なぜ違うのか？ また， どれだけずつ違っているのかに

ついて考えてもらいたいと思います。 （ただし， 円周率は元を使用するものとする。 ト

ラックの距離はコースの内側の線を測るものとする｡）

①最も内側のトラックが， 1周400rnである図のような競技場がある。このとき, a, b, c

の文字を使って， もっとも内側のトラック(1コース）の距離について関係を式に表してみ

ましょう。

②次のトラック（2コース）の距離を，上図の文字を使って表してみましょう。

③次のトラック（3コース）の距離を，上図の文字を使って表してみましょう。

④400m競技のスタートの位置は,何mずつ違うのでしょうか。上図の文字で表してみましょう。

(山城中学校 大谷一幸）
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平 方 根（3年）

1 授業のねらい

新しい数に対して関心を持てるように，既習事項との比較を通しながら，数の概念について

の理解を深める。

平方根という数に興味を持ち，今までの数と違うことを実感させながら，実数が図式化でき

ることや，身の回りに実際に使われていることを示し,数に対する興味を起こさせる。

指導計画

平方根……･…･…………･…………………………………………

平方根の値．．………………………………･………………………

平方根の乗法・除法………………………………………………

根号をふくむ式の計算…･……………………………………･…．

2

2時間

2時間（本時2／2）

4時間

3時間

3展 開

(資料1）

・無限数列の和 号十号十昔十金十金十会+…・
は計算ではたいへんだが，右の図におきかえると

答え1が簡単に得られる。

一1－～

H

q

－組一

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 数が図式化できることを知る。 （資料1）

2rのつく数を実際に表現してみよう。

課題

(資料2）

3rのつく数が実際に使われているこ

とを知る。 （資料3）

ETヲ

〆

1
&七

1
一

をもとに掴を表現して

みよう。

●

●

●

整数，分数 小数など。

その中で数を図形化できる場合のあるこ

とを確認する。 （三角数，四角数）

数直線に表すことができることを知る。

(実際に存在する数であること｡）

身近な数であることに興味を持たせる。

１
－
２

１
－
４

１
－
８

１
－
鴫

合

卜富



・三角数、 四角数のように数を図形化

（三角数） 1を●としたとき正三角形になる数 （四角数） 1を●としたとき正方形になる数

● ●●●●
● ●● ●●● ●●●●

● ●● ●●● ． ． ●● ●●● ●●●● ． ．
● ●● ●●● ●●●● ● ●● ●●● ●●●●

1 3 6 10 。 。 1 4 9 16

(資料2）

・無理数の発見

ピタゴラスがくピタゴラスの定理＞を考えているとき，整数でも分数でも表せない数が

あることを発見した。 （例x2=2) これらは後に無理数と呼ばれる数である。＜数

（整数)は万物である＞という哲学を持つピタゴラスは,神様が誤って創った数であり，こ

れを公にすることは神を冒涜する事になるので口外してはならないと門下生に言ったと

伝えられる。それ以来無理数をくアロゴン＞（口にできない数）と名付けて，数の仲間に

入れなかったという。

。､rは根号(root)ルートといい，英語の頭文字rを図案化した記号である。 この記号の
創案は1521年，

･梅，福， 、/可，編．

ドイツのルドルフといわれている。
号

の作図 ｊ
ｊ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
、 凸三二一．

__』/了 1

ぞき A

溌識(資料3）

・華道での主な枝の長さと掴

生け花の主な3つの枝のOA,

いろいろに表現されているが，

1 B
〃
劫

○B, OCの長さは，その流派によって， と
最長の枝OAをもとにして示すと，

OB=OA÷極＝○A×0.7, OC=OA÷､/面÷､/Z=OA×0.5ということになる。

なお，未生斎は，正方形の対角線, l辺，対角線の半分の長さを使っている。
A D F
Ⅱ－－・洋紙の大きさ

規格判の洋紙の形は，右のように正方形ABCDをもとにして

作図できる。

■Ⅱ

B C E
規格判の洋紙では， 1号は0号の半分， 2号は1号の半分というように，

順に3号， 4号， 5号となっている。

縦と横の比が｡": 1の相似な長方形になる。
一

参考文献 仲田紀夫『ピラミッドで数学しよう』黎明書房， 1990年

仲田紀夫『イスタンブールで数学しよう』黎明書房, 1991年

乾東一『図形の性質の研究』啓林館， 1992年

（加茂名中学校 大宅文子）
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関数とグ ラ フ

1授業のねらい

具体的な事象の中に、既習の関数関係以外の関数関係があることに気づかせ，その変化のよ

うすを表や式に表すことにより，興味を持って特徴を調べようとする態度を養いたい。

y=ax2の形で表される関数関係のXとyの変化のようすについて,表を利用しながら考察

し， 「yはxの2乗に比例する」という見方を理解させたい。

2指導計画

（1） 関数y==aX2…………･………………･………･…………………2時間（本時1/2)

(2)関数y=ax2のグラフ……………………………………………4時間

（3） 関数y=aX2の値の変化…………………･･……･………………4時間

（4） いろいろな関数･……･…･………･……･………………………･…1時間

（5） 問題…………………………………………………………………2時間

開3展

－“－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 学習内容を把握する。
。変わっていくものを見つけさせる。

直角二等辺三角形（等しい2辺の長さは2cm)の形のタイルを，下の図のように並

べていくとき，段が増えるごとに変わっていく数量は何でしょうか。

4 ど
八

企
列

1段 2段 3段

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

2 関数関係をいろいろ考える。

表にまとめる

①底辺の長さが増える

②タイルの個数が増える

③直角二等辺三角形の面積が増える

3表から式に表す。

･関数関係の表し方はどんなものがあった

か確認させる。表，式，グラフ

･正比例，一次関数で表せないものがある

ことに気づかせる



4考 察

物体の落下運動やボールが斜面をころがる実験から二次関数の学習が始まる。実際に実習や

実験で確かめることはなかなかできず，どうしても資料を通しての学習になりがちある。また，

データが小数であるために，数学の苦手な生徒にとって導入としては難しく感じるのではない

だろうか。

そこで， ワークシートも活用しながら基礎・基本の定着を目指し，具体的な例を通した導入

を試みると，生徒は学習に興味や関心を示し，意欲的に取り組むことができた。動く線・点に

やや戸惑う場面も見られ，内容も多く時間が足りないのではないかと心配したが，グループ内

で助け合うことにより，二次関数の導入の学習に興味をもたせることができた。

参考文献「中学校指導辞典」

(入田中学校 熊本隆彦）

－45－

学習内容と学習活動 指導上の留意点

展
開

4学習内容を把握する。

5班になって,表や式の見方で関数関係の

特徴を調べる。

① xの値が2倍， 3倍…になると, yの

値は22倍、3，倍…になる。

②商
y
一

X‐ は…定で2である。

6 2乗に比例する関数の定義を学ぶ。

7類似問題を解く。

’
● ②③を参考にさせる。

・関数y==ax2のxとyの値の変化のよ

うすを表を利用して考察させる。

･正比例，反比例・一次関数など既習の対

応の見方を利用することに気づかせる。

●一般的ないい方y==ax2を理解させる。

1辺が10cmの正方形ABCDがある。直線0を対角線DBに平行に，矢印の方向

へ，点Aを通る位置からDBに重なるまで平行移動させる。このとき直線0と辺AB,

ADとの交点をそれぞれP,Qとする。点P,Qが点Aから毎秒2cmの速さで動くと

き x秒後の△APQの面積をyc㎡とする。

『時間と面積はどんな関係にありますか』

＠

，

、
Ｑ
Ａ

=、

C

B

ま
と
め

本時のまとめを聞く。 学習目標をしっかりつかませる。

●y

●

=ax2で表される関数関係の特徴

xの2乗に比例するという意味



関数とグラフその1

【1】直角二等辺三角形（等しい2辺の長さは2cm)の形のタイルを，下の図のように並べて

いくとき，段が増えるごとに変わっていく数量は何でしょうか。

纈倒。4

1段 2段 3段 4段

式

①

②

式

③

式

【2】 1辺が10cmの正方形ABCDがある。直線9を対角線DBに平行に，矢印の方向へ， 点

Aを通る位置からDBに重なるまで平行移動させる。このとき，直線9と辺AB,ADとの

交点をそれぞれP,Qとする。点P,Qが点Aから毎秒2cmの速さで動くとき， x秒後の△

APQの面積をyc㎡とする。

， C
『時間と面積はどんな関係にありますか』

、

Ｑ
Ａ B

P

－妬一

氏
名

段の数(x) 1 2 3 4 5 ●●q■●‐●

(y) ●‐●争｡■b

段の数(x) 1 2 3 4 5 ■4■‐4■｡｡

(y) の‐｡●●●

段の数(x) 1 2 3 4 5 ●＝CQ●－

(y) ●q■‐q■●｡



(1) yをxの式で表す xの変域

(2) xの値が2倍, 3倍……になると, yの値はどうなりますか。

【3】 右の図のように， 1辺lOcmの立方体の辺OA,OB,

OC上をそれぞれ点P, Q, Rが動くものとする。

P,Qの速さはともに毎秒lcmとし，三角すいO－

PQRの体積をVで表す。

RはOR=6cmの位置に停止しており, P, Qは同

時にOを出発するとき，次の問いに答えなさい。

A

J O: C

(1) 1秒後， 2秒後， 3秒後の体積Vを求め，下の表を完成させなさい。

(2) P,QがOを出発してx秒後の体積Vをyciとするとき,x, yのとる変域を求めなさい。

xの変域 yの変域

(3) xとyの関係を式で表しなさい。

(4) xとyはどんな関係にあるか調べなさい。

一卿一

時間(x)
■一

■

0 1 2 3 4 5

AAPQの面積(y)

＠
０
０

Z
･

●
． ●

●
●

●
●

時間紗） 1 2 3 4 5 ●●●●。

体積に⑱
｡‐■●●



平方■の定理
一
一
一

1 授業のねらい

生徒の中には，定理と聞くと，難しく特別なものといった意識が感じられる。身近な操作の

中に，定理はあるということを，体験を通して感じて欲しい。

2つの正方形から1つの正方形を作る操作を通して，直角三角形の斜辺以外の二辺を一辺と

するそれぞれの正方形の面積の合計は，斜辺を一辺とする正方形の面積と等しくなることに気

づかせ，三平方の定理を導かせる。パズル的な操作を通して，生徒の興味・関心を引き出し，

数量的に導くのでなく，図形的に注目して三平方の定理をとらえさせたい。

指導計画ク

ー冬

(1) 三平方の定理……?………………………?………………･……3時間（本時1/3)

（2）三平方の定理の利用,…………………･………･………………5時間
づ●

1時間（3） 問題･’…．．…?……．．…‘……………･……………………………

開3展

一囎一

学習内容と学習活動 指導上の留意点

1 次の課題について考える｡

●

●

図1の図形を印刷した紙を2枚（そのうち

1枚は画用紙に印刷）配り 画用紙の方の

図形の正方形を2つ切り取り，その2つの

正方形から1つの大きな正方形を作る方法

を考える。

2つの正方形を図2のように並べ,BC
一
一 ，

Eとなるように点Cを取りAC, CEを引

き，切り離し，切ってできた5つの図形で

正方形を作る。 （図形を全部使って1つの正

方形を作る｡）

A

B C

E

，
図2

’ ･課題意識を持たせ，意欲化を図る°

｡切った5つの図形をすべて使って， 自由に

正方形を作らせる。

･正方形の性質を考えながらどの辺を1辺と

すればよいか考えさせる。

(帥。の角が角（かど）になる｡）

(一番長い辺が一辺になる｡）

直角三角形の斜辺以外の辺を一辺とした2つの正方形から1つの大きな正方形を作ろう。



～

図1

(江原中学校 平田京子）

一期一

学習内容と学習活動 指導上の留意点

2図2の状態から，動かす図形をなるべく

少なくして正方形を作る方法を考える。

3作った図形が正方形であることを確認

する

●

。

AABC=ACDEより

AC=CEだから4つの辺が等しい

zACB+4ECD=帥。より

ZACE=帥。だから正方形

4図1の小さい正方形の一辺をa,大きい

正方形の一辺をb,できた正方形の一辺を

C とし，それぞれの面積に注目して， どん

な関係があるかを考える。

● 図3でaを一辺とした正方形とbを一辺

とした正方形の面積の和はcを一辺とし

た正方形の面積になることに気づく。

5図1の斜線の部分の直角三角形の，辺の

長さについて， どんなことがいえるか考え

る

。辺の長さについて

a
2
+b

勿
一

＝＝ C
つ
ー

がいえることに気づく。

・図3の斜線部分の三角形を矢印のように移

●

動させればよいことに気づかせる。

図3の斜線部分の2つの三角形が合同であ

ることに気づかせ，正方形になるための条

件を確認する。

･面積の関係に注目して,2つの大きな正方形

の和が大きな正方形の面積と等しいことか

ら等式を導かせる。

･できた正方形が図1の斜辺を一辺とした正

方形になることに気づかせ，図1に貼らせ

る ◎

･面積の関係から導いた等式から，斜線部分

●

の直角三角形の各辺の長さについてどのよ

うなことがいえるか考えさせる。

この直角三角形の辺の長さについての関係

a
ワ
》

+b
ワ
ー

＝＝ C
ワ
ー

を

三平方の定理ということを知らせる。
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